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中間，台前， i十J北側鮮，モンゴ
ル，チベット，寄港， l海副，日本

2月15目

。抑医の経済企岡院外資羽入促進委

員会は，初の外同資本，米のインタ

四ナショナJレ，コンソリデーテッ！と

拡張会祉の国内投資1{1品？を許可。

φl母陶，アルゼンチンと外交関係樹
立に｜兇する党え，！｝交換。

φモスクワで中国臨附代思！大使主恨
の中ソ友好条約締結記念祝賀会開

く。

。池田首相，院内に武内外務次官，

伊関アジア局長．石原大政次官らを

招き日持交渉とピルマ陥侃問題につ

いて討議。

2月17目

。帥臨， OAEC設立に｜却する共同
K~·に参加することを決定。
。平壊で「口椋会談」反対集会。

。ルーマニア・朝鮮，パーター協定

調印。

2月18日

。鈴木日本貿易促進会専務昭事ら，

周恩来首相と会談。

2月19目

。A1 D（米国際IJ日発局〉，パキスタ
ン向け肥料買い付けについて国際入

札をすると発表，岡本の多加も認む。

。斡同外務部ハリマン次官有nが来
月，日時雨闘を訪問すると売表。

。金鉱泌斡問中央情報部長来日。

。斡国政府．日本からの初の民間借

款計四〈帥国の~1iー産業と日本の貿
易商社，蝶理KKとの水力発電所建
設にl却する1000万ドJレの借款計同〉
を承認。

2月21日

4》池悶首相と金錨泌帥国最高会議4
央↑白報部長会談し，日抑国交正常化

の早JUJ実現につき合怠。
。ソ辿共産党代表団，ヴェトナム訪

問の途中北京に立ち脊る。

φ北朝鮮新間報泊・によると北朝鮮の
大学数は93にのぼる。

2月n目
。国際労働機関（I LO.），結社の自
由委n会は，日本政府がIL087｛ま
条約の批准をいまだに行なわないこ

とについて， I ill憾の意Jを去明。
。日ソ貿易交捗（1月8日～）， 3カ

年の長期協定に誌づく最終年皮の貿

劫計副を決める交V.P妥結。わが同が
1500万ドルの出超となるみこみ。

。l；珂鮮・ギニア，貿易および文化交

流協定に調印c

2月23日

¢.帥悶，竹山IJ日発計闘を発表。

2月24目

。韓間政府， 3月1日の「万政事件J
,13周年記念目を迎えるにあたり，功

労者として 208 人の純国人事＝－~崎将す
ると発表。

2月25目

。韓国で'.ff!人をふくむ9人が日本へ
の武鴻密輸のかどで4l事裁判にかけ
られる。

2月26目

。椀国，鉱工振興会祉を設立。

2月27日

。米のハリマン氏，額＊旅行で日韓

改詩を；u1待。
。口本外務省，シンガポール中同人

商業会議所の対同有lltit要求問題は解
決ずみとの見解を発表。

。駐韓米大使館当局と斡国政府，韓

国の卸l次5カ年計聞に閲する摺l

凶経済協力会識を開他。

。北朝鮮貿易友好代表団のセイロン

訪mi終わる。
。北帆昨・ソ述，今年度貿易議定山

間印。

3月1日

。北朝鮮，インド領、：J手関係を樹立。

。中悶政府貿易代表匝，ラシグーン

訪問。

~.十事国，インドと総領事級外交関係
を樹立。

。ヅルシャワで， m任のキャポット
米駐ポーランド大使と王州市中共大

伎の会談が行なわれる。

3月2目

。中函全国人民代表大会，中同人民

政治協n・g会議を延JUI。
。科医！政府，金都沢経済企阿院長の

辞任を尭夫。

3月3目

。抑凶の民間日報，準法l見氏の帰京

希望を報道。

φパキスタン，モンゴJレを承認。

3月5日

。周恩来総斑，ラオス間派代表団長

と会見。

〈〉中闘で婦人パイロット誕生。

3月6日

今ドラムライト挑国府米大使辞任。

φ中国貿易代表団， ヒツレマ外相と会
見。

3月8目

。枠脳政府，新！詰凶公使に金在鉱（；＼ユ

ム・チェヒョン〉陸軍代将を任命。

。有地剖i紡協会， 3分のlの掠操短
縮を行なうと発表。

3月9目

。日本とニ且｛ジ｛ランド，ガット

35朱援用J散回を内容とする通商の議
定書に訓印。

φ中共，近く犠実験か。在米中国人
科学者が予測。

3月10日

令11ii韓国国家再建最高会議議長張都
吸，革命裁判で無JUIに減JflJo
令松徳新｛保同外務部長官，日間外相

会談に／H席のため来日。
。北朝鮮の出来；専門家，米作援助の

ためアJレパニアヘo

II5 
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3月 12日

φ小説・出会談始まる。
。中国駐在シリァ新大使，似｛毅副総

理；訪問。

3月 13日

$tU外相，池山首相と懇談。
＠米原子力潜水艦，那油iに'MrJo
。t,I：日焼同Jf.f外交部長，琉球列ぬに
対する日本の潜在主｛主要求を認めな

いと発表。

φ米大統制， Ni組i改革案を日本政府
に伝述するようJU；日：大使館に指示。
。北朝鮮労働者，各地で米闘の市ヅ

ェトナム悦時に抗議して.uミ会。
。北朝鮮，ネパール文化3主流；・f・但，jに
調印。

3月14目

。ボールズ米大統領特別milm，来日。
。ライシャワー駐日米大f払米新政
策で， fll1縄の口本間会参加は不適当
と語る。

｜東南アジア i
アィりピシ，タイ， Jyi, 司t・7ェ
トナム， ヲ::l・ス， カンボジアョ

＂－£ラヤ，シ・ノガボール， イソド

ネシア，；｜ヒボルネオ，サラワク

2月15日

。市ヴェトナム民族fo/~級戦線，米の
「耳I~H援助司令部」設置に抗ぷ。
。問グェトナムの紛争介入にかんし

て，米国内で政府， '.fp.却に対する批

判尚まる。

。北ヴェトナム，ソ辿・ポーラン！ご

と貿易議定；！？に閑却。

。．インドネシア共産党中央委ii；記，

北京から帰国。

2月16日

令フルシチ司フ首相，インドネシア

担割f拳謀長k会見。
今ユューギニア評説会〈パヲァ人と

オランダ人からなる梢［問機関），西ニ

品ーギニアはおそくとも1970年まで
に独立すべきであるとする決議を採

択。
。米鼠務省，ラオスのブンウム政権

に述立政相il参加へのfl:力を強めるた
め2月分の銀助金の振山しを明保。

。プーマ殿下， t胡SJレアンプラパン

116 

を訪問，国王と会見。

2月17日

。インドネシアのill€ イリアン解放義
男叩ー卸1~ilt，市セレペスにs.ヨJ者白
。インドネシア学生間体.i!J.i合，西イ

リアン lr•Jけオランダ織の羽田発着許
可に対し，日本政府に般況に抗議。

〈〉ケネディ米T(I法長官，西イリアン

紛争に「アメリカはインドネシアの

側に立たない」とii.it説。
。製3院を受けたスラパヤ 1:1本側都知
の被告は極少と伝えられる。

。米， mグェトナ J、首長ill将兵の任JVJ
を3f告に延長することた計問。

2月18日

。ケネテ’ィ米司法長官，米はTriヅェ
トナム内l院に力日Jコっていないと討
。］。
。ラオス各j民連企政権樹立のため

の政治会談mmuにつき芯；よ~.－·致。
。マライシア〈マラヤ・シンガポー

ル，英it［；ドルネオを統合する柿泡l)
調査委充足。

2月19目

。マクナマラ米国防長官，ハワイで

mヅェトナムの米軍・外交許踏とI旬
グェトナム情勢につき会談。

。タイのパンデヤードi向工会議所会
胤，サリット首相のm1Hを池田1ヨ引l
に手渡す。

2月20日

。タイ当局，ラオユとの閣境線に兵

力i目姐lCJ
。カンボジアのプノンペンーシアス

ークヒ勺レIHIの鉄道吸i設工事始まる。
。ゾィリピンで米国の指示によるゲ

リラ部隊設置計画。

。インドネシア，西イリアン解放作

戦木部と凶Vi会議の合同会議聞く 0
0インドネシァ・米国食脳協定発効。

2月21日

。ラオス組共事，ナムタ砲車再開。

。ラオス中立政府のブーマ首相，ピ

エンチャンでブンウム右派政府首

相，同地の政治家述と連立政権の柿

成について会談〈～22円〉。

2月23日

。市グェトナム政府，国際監視委只

会に，北グェトナム邪那~f.lが17皮
線泊いの非武装地；mに入っているの

は：.／ュネーグ協定違反だと非難，民

急に対策をたてるよう要請。

2月24目

。インドネシア大統制，企土に総動

員令を宣言。

。ソ辿製前水陪．スラパヤ入港。

。r.j.,共政府外交部は米凶の雨グェト

ナム干捗女非難し，市ヴェトナムか

らの米間の司l~f:t，物資の撤去を~
求した声明を発戒。

。タイ，対ドJレ相場引さ上げo・

。タイ政相，ヱカフェ総会に関辿し

て，アジア共同rfjJ｝，｝椛；＼：Uはti:Eli:な検
討が必J~ と述べる。
〈〉米AI D，フィリピンに原子力説

劫伎を支給すると発表。

〈〉米パージニア大学，フィリピン/ti(
子力委員会の原子力平和利用研究セ

ンター設立援助のため8万ドル支給
を決定。

＜）ラオスrjI立．政呼fのプ一マ首・frし布
i眠政J牙首脇との会諜で述立政t在．のJi ~ 
成に了ついて合：なtζ到i土
Fl～〉。
2月25目

。インドネシア敏送，ソ.i!J.tのインド

ネシア向付武；群発送促進のための会

談は成功であったと詰る。

2月26日

く〉インドネシア海軍司令部，子制Ii役
水兵にたいし待機態却をとるよう命

令u

。インドネシア・日本友好協会，オ

ランダ機の羽田寄港で日・イ友好関

係がそこなわれないよう？？告。

。ケネディ米司法長官，オラング・｛i

相らと酉イりアンnu題で会談。
。日本外務省， コロンポ計・自に基づ

く巡回診療団を3月中ごろから4カ

月間タイに派.ifiすると発表。

2月27目

。南グェトナムのブ・ジンジェム大

統fi!iの官邸， wJヴェトナム慨により
:t!M慎さるo
令市グェトナム悶民指羽相，大統制

官邸製般事手｜：の犯人は中~Hと少IMの
2人と発表。
〈〉和シンガポーJレ中間人前議会議

所．日本に都2次大戦中のj長殺活lこ

対する布llfit要求。

2月28日
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令フィリ lデン政府， t1太子夫裂の訪
問を無期延期するよう要約。

3月l目

。新華社記者，ラオスに日本人将校

がいると伝える。

~国辿筋によると甜イザアン梅Ii院の

インドネシアhl)Jgj52名を仰すと伝え

らる。

。沖縄米輸送部隊，ヅェトナムに派

遣さる。

~ラスク米国務長官，記者会見で市
グェトナムのゲリラ戦終結のため，

共産側と話し合う用訟があると述べ

る。

3月2日

φフェルト米太平伴市統合司令官，
タイ訪!nJo
。北グェトナム，rlil:ll中のポノマザョ
フ中央委員会計記l?J，ソ辿共P."t党代
表団，ホー・デミン大統領主会見o

~カンボジア元首， I苛グエトナム2足
3供）It行土の亡命を；！f;if

3月4目

。~d償問機30凶，サイゴンで l也知
げ。

3月5目

。英同日Ji「ti，ワトキンソン国防相が
19日から2j坦！日l：こわたりクァラJl，ン
プール，シンガポールを訪問すると

発表。

3月6目

。米・タイ共同戸明，軍事接以jを促

進すると発表。

令市グニトナムで戦闘，＊平も参加。

グェトコン100人以上死亡。

。中国の援助で北ヴェトナムに向上E

線の工司fが完成。

3月7因

。インドネシア，新輸入方式を発表。

令米，主µ~J匝援別計iffiiに越づきタイ空
軍1こ28股引き渡し。

3月8日

~ヅヱトコン耳t，大攻勢。前j日ひか
え政府軍との放戦lこ発！泌するのでは
ないかとみられている。

。民・タイ羽l税糸約？と仮署名。
。フィりピンのアントユオ下院議

凡日本商社をヨ1，姉：。

3月9目

。フィリピンのパギオ・－u恒京駐在の

米外突・jJ!i/Vi抑留者会議rmmi。
令市ヅェトナム米当局者，米飛行士

も戦闘に参加していることを；町長認。

令市ヴェトナム民肱鮮政1険料l，中凶
4団体に感謝泊。

。スカルノ・インドネシア大統領，

共産党員2人を合む9人の新閣僚を
任命。

。ヴェトコン燥！If'(の米軍人は「教官」

として奉加していると，米権威筋が

~ft る。

3月 10目

。力ンボジア放送局建設段見）Jの1:1・：rjf司

1字川家帰国υ
。マカバガル・フィリピン大統領，

6月頃訪米の予定と発表。

3月11目

。パックナ・ラオス｜司王，米国はブ

ンウム政府に経済的庄力をかけてい

ると非却t。
3月12目

。フィリピン付近で， SEAT O大

出割始まる， il！•縦の米軍が主力。
〈〉ドケイ・オランダ首相．オランダ

とインドネシァ同悶は，四．ニューギ

エア（西イリアン〉問題解決のため

の杷、密会談に同認したと百ー明。

。ジャカルタのソ述通間代表部筋，

インドネシア物資をnい人れると述
べる。

3月13目

。ラオスのプンウム政府，外国為部

取り引きを全l面禁止。

3月14目

。マカパガJレ・フィリピン大統nA,
日比友好通商航海条約は再検討が必

要と述べる。

ーイ γ ド，パキ久タ γ，セイロン，

ピルマ， ネパール， プ・・タン

2月 15目

。ホヲイトハウス，大統領夫人のイ

ンドとパキスタン訪問を確認。

。インドで屯気企栄労働者スト。

2月 16日

今インド総選挙， l剖べンガJ少で投~~｛
開始。

2月17目

。インドでスト抑圧に野官山YYJo

2月21日

。パキスタンのカセム・カン工業相，

日本が1300万ドルのが『借款供与に河

iなしたと発表。

。ピJレマ愉lt:I入銀行発足。

2月22日

。大米経済企図庁総合計回局長を団

長とするピルマ制：世］：！弘1l岡o
。朝鮮・セイロン，貿易および文化

交流協定に制l:IJ。
。ソ辿・セイロン，貿易協定に淵印。

2月23日

。テェ ；）..ター・ボーJレズ米大統領外

交阪rnJインドiWHUo
。ビルマの今年の輸出米約160万ト

レ’。
。2ド：平和食師討l宙局長，米のインr:
控助の主要なものは余剰品産物と ~－a
る。

2月24目

。22日制問した日本のピJレマJ!自・fJtl目J
組経済調査団，ピルマは経済4均年

計四遂行にあたって，日本の援助に

j切符・しているなと’の点を指摘した報

告1!Jをまとめる。

2月26日

φピJレマ駐日大使，早急な服{ft検討
予備折簡を申し入れ。

。セイロンの総督交法。

2月27日

。北朝鮮貿易友好代表団のセイロン

訪llll終わる。
。IM F，セイロンが1125万ドルを

引き出すことを永i認。

2月28目

。米，イン 1：へ1HJ:3690万ドルの借
款供与を決定。

3月1目

。インド総選挙のIJfl京jfilみ，ネーJレ
首相の率いる岡民会議派は，連邦議

会下院議席の半数女突破。

。パキスタン，新怒法を発表。

。北』間鮮，ダンド組事｜瑚係を樹立。

ウ中国政府貿易代表問，ラングーン

;wi::Jo 
令インド外務省.'.Ifl縮会議インド代

表にメノン｜胡防相を派遣すると発

IJ7 
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表。

令ネパ－1レJJI.J(.f，反才、パーJレ分子の
活動でインドに抗議。

3月2目

。セイロン週刊紙，失敗したクーデ

ターに米国が関係と地以申

。ピルマで無J(llクーデター，ネ・ウ

ィン将軍，革命妥日会を結成・0
。ピJレマ陛'.ff{部隊， ウ・メ｛首~tiを

自宅で述tJfi,。
3月3目

。ピルマ革命安H会議長ネ・ウィン
将司I,Iぷ法を停止，脳会解散。
φピJレマ外務省，革命委員会の対外
政策について，独立以来の杭版中立

政策を忠契に今後も版行すると戸
IJJJ。
。ピJレマホ命~n会で， ill耐. 11£架
部門主了担．当するオン・ジーンrf主将，
記者会見で「対日賠償1抑制交渉につ

いでは，解決を楽観Jと；ih為。

3月5目

。ピルマ革命委員会，首相にネ・ク

イン議長が任命されたと先表。政府

機関担当も決まる。

3月6日

φ米，必，ピルマのネ・ウィン新政
怖をj民認。
φ日本・イン 1:~Lj国，インド』主~：セ
ンタ－!JH設（4カ所に稲作峡間出場）
に関する協定に今月中には調印のみ

こ♂ι。
。中国貿易代去団， ピルマ外相と会

JJ.o 
。インド，アラブ辿合，中同政府，

ヒリレマ新政権を承認。

3月7目

。ソ辿，ネ・ウィン首相のピJレマ新

政府を承認。

3月8日

φピルマ革命喬，輸入の同信・を2年
IW停止と決定。
。インド政府．ゴア鉄鉱石の最低価

佑は従来・どおりにとrめると発表。
ピルマ民族統一戦線，新政府政筑を

支持。

3月9日

。北ヴェトナム，ピルマ新政杭をJ氏
認。
~ピルマ革命政権オン・ジ－，m将，
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1 年以内fこj豆徒一姉，広－~r現有化は
せぬと百・明。

3月10目

。北朝鮮， ピJレマ新政！日を:ift'.；出。
。セイロンのMt去の英'.i］［~J也撤収。

3月11日

。イ・ンド政府，中共政府からのチベ

ット協定の期限延長，匝邸紛争解決

のq』し入れを帆瓦に検討。凶与"l交渉
再［Jljの節点’。

3月13目

。北，：ijJ断；，ネパール文化交流arn1r:に
湖町。

3月14日

。インド下院，！fl;f.' Jレトガルf正ifl((J..i.';
地ゴア，グマン，~ウの和i入法案を
可決。

アフガニスタソ，イラソ，イラ

ク，・サウジアラピア， ν...主ノン，
ヨル〆γ，イスヲニル，アラフ

辿合，パーレ γ，グェート，カ

ターJレ

2月 18目

。シリア政府．英，仏，ベルギーft
pj';:の接収を解除。

3月12日

。ヌセイパ・ヨルダン外相， 日本，

日Jレグン両同の聞に大使交換の交渉

がj臨められていると発表。

2月15日

く〉カクンガ州議会はツォンベ・カタ

ンガ州大統領をアドゥラ・コンコ’中

央政府が｜昨年締結したキトナ協定を

J比准。
。米，ツ靖ンベ大統制の入間を拒否。

()A • A22カ国，ルアンダ・ウルン

σ~立決i議案事r国述に挺 1H。
。ソマリア，国営世力会社自力経営

に成功。

令ケニヤッタ氏，ケニヤの完了~ill 古：

H午の確定を要求。

2月16日

。%1~lギアナでと：，－＼’ガン首相の新予
算案に反対す・るストライキがjよがり

クレー総’白は戒政令を立言。：，＇：：~JI2 
側中i民政府援助に向かう。
。アJレジエリアのフランス'.if.各部隊
から総計約2万の将兵がフランス本

土引き錨げ合開始。
。英領ギアナのグンー総’＇／.＇t，首都に
戒政令を立話。

2月17目

。コンゴのユニオン・ミニエール鉱

山会社悌；粧を叫IJH。

2月 18目

。アルジエリアに法；ti！なもつフラン

スl除問機2機がモロッコ国撹都市ワ

ツダにあるFL Nの五~Jl!!·i鳴~to 1守リ
ではOA Sの破政分子による行動と

3人ている。

2月20日

。アルジエリア1~.； lltj政府，全開慨を
集めて閣，浪を11'；きアルジエリア革命

阿民評議会（CNRA）のl武終的承
認を求める。

。コンゴ郵｛！J.i'III信労働者， 11上げス
ト。

2月21日

〈〉カタンガ政府代表，キトナ協定を

~Mk上拒否した党え部合発表。
。国連総会信託統治番目会，アジア・

アフリカ30力開共河提案のJレアング

ウJレンジ独立決議集を可決。

2月22目

。アルジエリア停戦協定平架を帯J出
す2らため，アルジエリアi'.j'i:命議会（C

NRA）トりポリでI｝日かる。会議に
はベンヘッグ首相ら，アJレジ品リア

臨時政府 CGPRA）閣僚も出席・。
。アル~ L リア駐留のフランス平，
和平協定打ちこわしをねらう欧州人

入ti/1者と回教徒の掠力行為を阻止す
るため企土の主要都市に集結。

2月23目

。エンクルマ・；I／ーナ大統領，恥日

ガーナ大使を過して，対日ガット35

条援用撒阿の旨の覚え出を小J&外相
に子交。

2月24日

今アルジェの欧州入居住地｜まパブエ

ルワェドで，秘術軍事組織（OAS)

のテロにより回教徒20人が死亡。他
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のj也1~：でも，111日！の国！IP,が行なわれ，

40人死亡， ll人が£！t(fJjo
。l百述アフリカ経済委員会（EC/¥),
ポルトプ＇f）レ．スペイン令除名，兆．

仏，ベルギーを単方Jl!m』に柿下げす
る決議裂を採択，l記述経担；塩！へ仙台。
。アJレツェの欧州入居住地区で・同教

徒に対する！監さfから欧州人，問教徒，

:ti-26人が殺さるc

2月25日

φOA SはアJレジェのフランス機動

暫店HIほ兵合にバズーカ砲を摺込み，
少なくとも10人の死｛話者をH-！す。

2月26日

。アJレジニりア革命議会，フランス・

アルジエリア停戦協定の草案を蒋

~~，パリ Ol~は帯締結取を自｛荷をもっ
て待ち製んでいるn

2月27目

。アルジ zリア平命評議会．討議を

終了。

ぐ争ソ；m.ギニ－ァl"L易議定也調印。
3月3日

。ブルガリア・ギニア貿易協定調印0

0モロッコ，悶位ラジ才・テレピ局
放送開始。

~ザンジパJレ首席同僚，年内にザン
ジパJレの独立を袈求。

ぐ〉ア Jレヲエリア全士の暴行IJI-{'J~の結
果I :l6名死亡， 75:f:;が負｛話。

3月6日

令ガ［ナ独立5）刈年記念式典ポ行。

3月9日

~ローデシア・ニアサラン 1：述邦議

会解散，ヴェレンスキー内閣も総計

職。辿邦維持を住l己l＇＜.はかるため総
選挙の予定。

同
じ
の 他

2月15目

。キューパ，米の圧力によりOAS 
から除名さる。

。アルゼンチンで，キューパ断交反
対デモ。

。マクナマラ米間防長官，英国のア

ジア駐留支持を表明。

。マニラで閃かれている錦l回アジ

ア新町会議に参加した10カ国代表に

より「アジアmlJHjfflf;1機構」発足。

2月16日

。ハーグで，村~：＜：i'i'r-11，日1 休，米大前
加にデモ0 ＊・が凶イリアン－CJインド

ネシア側lこ加担しているというも

の。

2月17日

。ウJレク・ァイでキューパ支持集会。

ぐ〉ブラジル外相，対キューパ新交は

しないと安明。

2月 18目

。ハノイで5万人の米軍事援助反対

デモ。

2月22目

。イノニュ連立政権に対するトJレ2

'.if£内部の不満分子，アンカラで行動
を起こす。スナイ・トルコjf（参部総
長はじめ空軍参謀本部，海平，他の

｜世軍部隊は政府を支持。

。トルコ陸軍に近い筋の発表によれ

ば．過去数日nm’こ59人の士官をクー
デターを企てたかどで逮捕。

。ガット司Ph：会，ジュネーブでIJHか
る。

2月23目

。トルコ軍部反乱， lG附：HIJ·c..~M店。
。ブラクル脱可I，グラールi改椛支持
の集会。

。アジア・アフリカ諸国をj雌訪中の

ホールズ%：移動大使，ニューデリー

でネーJレ・インド首相と会談，力シ

ミ－）レ， iWヴェトナム問題等，広範
聞に検討されたもょう。

。ロパート・ケネディ米司法長官，

今度の円本訪問に関する詐，細な報告

；！？党大統制に提出， vi•縄問題．日本
の机駐日：賦~~金問題について日米HH
への影怨の大きさセ指摘。

2月2.4目

。米政府当局， 「米国は北大凶作条

約i創的自l到に対し武{f,yl眠時物資のキ
ューパfnJけ輸出を禁止するよう非公

式に要請したが日本にはζのような

具体的要請はしていないJと言明。

2月27日

。φ岡述安保理，キ丘一パの対米非難
議題採決を否決。

3月1目

。ホワイトハウス，米台湾司令官交

代をj'Q夫。 5J1!ζ退官するストーム
中将の後任にメ Jレソン中将を指名。

3月5日

く〉：央紙デーリー・エクスプレス，米

国の核宍験に約！1純を飢えと提案。
。エカフヰ会議，ピJレマは不参加。

。ソえll共産党， 22岡大会後初の中央
15:J日会総会を／}flく。

3月6日

φエカフェ点京総会IJflく。加！弘準
加Ifill.29カ間代表が参加lo

3月8日

φハリマン米同務次官者Ii，ア~ア地
区米公館長会議に出席のため，マニ

ラに到着。

。ジ 'Vクりーン米大統領夫人，イン

ド，パキスタンIliil司をtJjltlJのにめIll
発。

3月9目

。米， 2年目の｜‘平和郎［玖」大明日

本f計画。

3月10目

。エカソ z総会，アツァ経済開発研

修所設立党決議。

。エカフェ総会第5日，円本代表，

長期！HJ発特別委設町会f提案。
。モスクワ放送，米国は背iグェトナ
ムで r・:n:1p1布告なき戦争」を行なっ
ていると311.filfo
。米，キュ【，てとの郵便為持挽務を

停止。

3月11目

。米国自白人権協会，沖縄の自治bl,
大を要~；i'io

3月12目

。米，科1組新政策を議会に促山。ま

ず経営onて阻し，風紀問題のIW.化も
誕慮。
。プラヅJレで司電報会社発足。

。ベネズェラの鉱山労働者5000人ス

ト。

3月 13日

φ米下院外交委員会，平和部隊1'i:倍
:lflを承認。

3月14目

。A• Aj!l.i部・機構，米国の市ヴェト
ナム侵略中止を~求。
。オランダ，米企業と凶イリアン鉱

山開発協定に調印。
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